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 廃墟に住む女の子モモは、不思議な力を持っていて、まわりの友だ

ちや大人から好かれていました。貧乏でしたが、毎日、たくさんの友だ

ちとおしゃべりをしたり遊んだりと楽しく過ごしていました。 

ある日、モモは、人々の生活が追い立てられ、忙しく暮していること

に気が付きます。大人たちは無駄な時間を過ごさなくなり、子どもたち

も将来のための勉強ばかりを強いられ、遊ばなくなっていました。人々

の心には余裕がまったく無くなってしまったのです。 
 

その理由には、謎の灰色の男達が関係していました！！ 

モモとその仲間たちは、時間を取り戻すことが出来るでしょうか？ 
 

時間に追われ，人間本来の生き方を忘れてしまっている現代の人々

に，風変りな少女モモが時間の真の意味を気づかせてくれます。 

 時間とは何？人はどう生きるのが幸せなのか？ 

あなたは、この本を読んで、何を感じますか・・・？ 


